
事業の計画・内容

■直営 □ 指定管理 □ 民間委託等
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　同和対策事業により昭和４５年より、改良住宅及び同和公営住宅が建設された。当初建設された改良住宅（２０戸）は、３５年経過している。平成１
８年度に住宅入居者意向調査を行う予定で、その結果がまたれる。現在、　当初建設した大土住宅（82戸）については老朽化が進んでいる。今後、
住宅譲渡も含め抜本的な住宅対策の検討を行いたい。

指標設定の考え方

　修繕完了（49戸）／全住宅戸数（122戸） ％

目標

事業の目的の成果を測る指標

　住宅修繕率

H17

4必要性 　住宅の老朽化に伴い抜本的な対策が必要であるが、当面は補修修繕を行い使用に供する予定である。

効率性

 ②支出その他　大土住宅白蟻修繕
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１０１

　住宅の維持補修により、適正な状態で入居者の使用に供する。

成果（どうなるのか）

０２
住宅維持管理経費
市営住宅維持補修事業

伊賀支所　人権同和課
0595-45-9108

担当部課名
作成者氏名

設
置
目
的

市内の類似施設

対象等（何を、誰を）

本
年
度
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業
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　・委託料
　　蜂の巣駆除、アスベスト成分調査業務、白蟻被害床下修繕調査業務、
　・工事請負
　　大土住宅白蟻修繕

　伊賀市営住宅管理条例、伊賀市営住宅管理条例施行規則
運営主体

単位

（委託先：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
根拠法令・要綱等

 住宅修繕

正規職員     （人） 0.5
活動指標

施設の管理・運営

　同和対策事業で建設した改良住宅及び同和公営住宅（計１２２戸）
の住宅入居者に対して住宅維持補修を行っている。

事業名

基本施策
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伊賀市　事務事業評価シート

市営住宅維持補修事業
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